


 

 

 

（２）軽度認知障害（ＭＣＩ）    
   認知症におけるもの忘れのような記憶障害が現れるものの、日常生活への影響はほとんどなく、

正常な状態と認知症の中間ともいえる状態のことを軽度認知障害といいます。 
   軽度認知障害から認知症へ１年におよそ５～１５％が移行するとされており、認知症の前段

階と考えられています。早期に気づき、適切な治療・予防をすることで回復したり、発症を遅
らせることがあります。 
認知機能低下に対する適切な対策を行うことで、軽度認知障害になったとしても、認知症の 

症状が最後まで出ずにすむ方もいます。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
（３）あたまの健康チェック 

10 分でできる！６５歳以上の方の「あたまの健康チェック」 
   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊認知症の診断をするものではありません 

問合せ先 高齢福祉課 介護予防担当 

     ℡ ２１－３０８２ 
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もの忘れが気になる方も、気 
にならない方も、１年に１回 
「あたまの健康チェック」をし 
て、脳の健康について考えてみ 
ませんか。 
 専用のコールセンターに電話 
をして、10分程度の質問に受け 
答えすることにより、記憶力な 
どをチェックし、認知症予防に 
取り組みましょう。 

参考：認知症ねっと 
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移行率
1年で10％
５年で40％

回復率
14％～44％

多くの診断が
このタイミングで行われている

ここでの
気づき・対応をすることが

重要！


